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東海第二発電所 非常用ディーゼル発電機（２Ｃ）冷却用海水ポンプの自動停止

に伴う運転上の制限の逸脱について 
 
 

当社、東海第二発電所（沸騰水型軽水炉、定格電気出力１１０万キロワット）は    

第２５回定期事業者検査中、２月２１日１０時３６分、非常用ディーゼル発電機（２

Ｃ）（以下「Ｄ／Ｇ２Ｃ」という。）の機能維持確認試験（定期確認）を実施していたと

ころ、Ｄ／Ｇ２Ｃの冷却用海水ポンプが自動停止しました。 

このため、２月２１日１０時３９分、Ｄ／Ｇ２Ｃを待機除外とし、東海第二発電所原子

炉施設保安規定第６１条で定める運転上の制限の逸脱*を宣言しました。 

なお、外部電源及び高圧電源車において、安全上必要な電源を確保しており、使用済

燃料プールの冷却系など発電所設備に異常はありません。 

 

今後、速やかに原因を調査するとともに必要な対策を行い、Ｄ／Ｇ２Ｃの復旧に向け

た取り組みを行います。 

また、本事象による外部への放射性物質の放出はなく、環境への影響はありません。 

 

＊ 運転上の制限の逸脱 

    現在、原子炉は停止中であり、保安規定第６１条において非常用ディーゼル発電機は、２台の非常

用発電設備が動作可能であることが要求されています。 

    東海第二発電所では、非常用発電設備として、３台の非常用ディーゼル発電機に加え、高圧電源車

があります。事象発生時は、非常用ディーゼル発電機２台を作業により計画的に待機除外としてお

り、Ｄ／Ｇ２Ｃ、高圧電源車が待機中でした。 

    なお、保安規定で定める運転上の制限とは、この範囲内で運転していれば十分に安全を確保できる設

備の機能的能力又は性能水準を示したものです。運転上の制限を満足していない状態（運転上の制限を

逸脱）になりましたが、直ちに安全上の重大な問題を生じていることを意味するものではありません。 

 

添付資料：東海第二発電所 概略図 

このページでは、機器の軽度な故障等で、法令の定めでは国への報告の必要がなく、 
トラブルとされていない情報（保全品質情報※）等を掲載しています｡ 

※保全品質情報 国へ報告する必要のない軽微な事象であるが、設備の信頼性を向上させる観点から電⼒各社はも
とより、産官学で情報共有化することが有益な情報です｡ 
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